
 

 

                     

               
                           

 ４月に実施した足立区基礎学力定着に関する総合調査の結果が発表されました。本校の各教科の結果は下の

表のとおりです。 

調査の結果の分析は以下のとおりです。

○国語 目標値を上回る生徒が 70.9％である。観点別に見ると前年度に比べ、「話す・聞く能力」は
ト上がっているが、他の観点は

比べて 7.7～16.1 ポイント低いため、文章を読んで要点をまとめたり、自分の言葉で言い換えたりす
る活動をさらに取り入れていく。

○数学 目標値を上回る生徒が 74.7％である。すべての観点で前年度を
学的な見方や考え方」は前年度に比べ

○英語 目標値を上回る生徒が 71.9％である。観点別に見ると前年度に比べ、「外国語表現の能力」「外国語理
解の能力」では 3.7～5.2ポイント上がっているが、「言語や文化についての知識・理解」では
ント下がっている。文法に関する練習を繰り返し行わせ、定着をさせていく。

○ほとんどの学年別教科別平均正答率が

○３年生がほとんどの観点で成績を伸ばしている。落ち着いて授業に取り組んでいる成果と考える。

○学習意識の中で「学校での授業は分かる」と答えた生徒が

定的回答 80％以上を目指す。 
○「大人になった時の夢や目標をもっている」生徒が

せるため、キャリア教育を学校全体で推進する。

 
学力向上に向けて学校では以下のことに取り組んでいます。

○朝学習、朝読書を実施し、落ち着いて授業に臨む姿勢を養っている。今年度から生活指導員を活用し、８時

20分には着席し、活動が始められるよう指導している。
○放課後学習教室では、教員、学習支援ボランティアによる学力補充とともに希望者による学習教室、質問教

室を行っている。 
○定期考査前、長期休業中には補習講座、質問教室を実施し、基礎的なことがらの定着を図っている。

○１、２年生の数学で少人数習熟度別授業を実施している。また３年生の数学ではＴＴを行っている。

○校内研究等をとおして授業改善に全職員が取り組んでいる。

教諭が、若手教員の育成を担当し、日々の授業をお互いに見せ合い、授業力向上を目指している。

○生徒が授業に集中できるよう居心地のよい学級づくりを目指し、Ｑ－Ｕ調査を活用したり、構成的グループエ

ンカウンターを積極的に取り入れたりしている。

 
 
四中では、これからもわかりやすい授業のための研修を続けるとともに、わからないままにさせない指導を

続けていきます。 

国語 数学 英語
目標値(H27)

通過率(H27) 70.9 74.7 71.6
目標値(H26)

通過率(H26) 75.1 66.7 70.8
平均正答率(H27) 72.6 72.8 71.8
平均正答率(H26) 74.9 67.5 69.8

◎正答率：出題数中何問正解したかの割合（正答数÷出題数×100（％））

学校全体

◎目標値：本調査において、前年度の基礎的な内容が定着していれば正答できると期待される値
◎通過率：目標値以上の正答があった児童・生徒の割合（目標値以上の児童・生徒数÷受検者数×100（％））

                              

                      

                       

 

４月に実施した足立区基礎学力定着に関する総合調査の結果が発表されました。本校の各教科の結果は下の

調査の結果の分析は以下のとおりです。 
％である。観点別に見ると前年度に比べ、「話す・聞く能力」は

ト上がっているが、他の観点は 1.8～4.7ポイント下がっている。特に読む能力は
ポイント低いため、文章を読んで要点をまとめたり、自分の言葉で言い換えたりす

る活動をさらに取り入れていく。 
％である。すべての観点で前年度を 2.9～7.6 ポイント上がっている。「数

学的な見方や考え方」は前年度に比べ 7.6％上がっているが、さらに問題練習をとおして力を伸ばす。
％である。観点別に見ると前年度に比べ、「外国語表現の能力」「外国語理

ポイント上がっているが、「言語や文化についての知識・理解」では

ント下がっている。文法に関する練習を繰り返し行わせ、定着をさせていく。

率が 70％を上回っている。 
○３年生がほとんどの観点で成績を伸ばしている。落ち着いて授業に取り組んでいる成果と考える。

○学習意識の中で「学校での授業は分かる」と答えた生徒が 78.7％であるが、さらに授業改善に取り組み、肯

○「大人になった時の夢や目標をもっている」生徒が 76.6％と区平均を下回っている。将来への夢や目標をもた
せるため、キャリア教育を学校全体で推進する。 

学力向上に向けて学校では以下のことに取り組んでいます。 
○朝学習、朝読書を実施し、落ち着いて授業に臨む姿勢を養っている。今年度から生活指導員を活用し、８時

分には着席し、活動が始められるよう指導している。 
○放課後学習教室では、教員、学習支援ボランティアによる学力補充とともに希望者による学習教室、質問教

○定期考査前、長期休業中には補習講座、質問教室を実施し、基礎的なことがらの定着を図っている。

○１、２年生の数学で少人数習熟度別授業を実施している。また３年生の数学ではＴＴを行っている。

○校内研究等をとおして授業改善に全職員が取り組んでいる。特に分かる授業を行うために、主任教諭、主幹

教諭が、若手教員の育成を担当し、日々の授業をお互いに見せ合い、授業力向上を目指している。

○生徒が授業に集中できるよう居心地のよい学級づくりを目指し、Ｑ－Ｕ調査を活用したり、構成的グループエ

ンカウンターを積極的に取り入れたりしている。 

四中では、これからもわかりやすい授業のための研修を続けるとともに、わからないままにさせない指導を

英語 国語 数学 国語 数学 英語
67.0 68.5 63.1 60.1 61.1

71.6 70.6 68.0 73.4 77.4 62.4

65.8 66.6 66.7 58.6 61.1
70.8 75.3 60.8 75.2 69.7 72.5

71.8 72.9 74.4 71.2 71.5 66.3
69.8 74.8 70.6 75.6 66.0 71.0

◎正答率：出題数中何問正解したかの割合（正答数÷出題数×100（％））

１年 ２年

◎目標値：本調査において、前年度の基礎的な内容が定着していれば正答できると期待される値
◎通過率：目標値以上の正答があった児童・生徒の割合（目標値以上の児童・生徒数÷受検者数×100（％））

４月に実施した足立区基礎学力定着に関する総合調査の結果が発表されました。本校の各教科の結果は下の

 

％である。観点別に見ると前年度に比べ、「話す・聞く能力」は 1.6ポイン
ポイント下がっている。特に読む能力は 65.7％と他の観点に

ポイント低いため、文章を読んで要点をまとめたり、自分の言葉で言い換えたりす

ポイント上がっている。「数

％上がっているが、さらに問題練習をとおして力を伸ばす。 
％である。観点別に見ると前年度に比べ、「外国語表現の能力」「外国語理

ポイント上がっているが、「言語や文化についての知識・理解」では 4.5ポイ
ント下がっている。文法に関する練習を繰り返し行わせ、定着をさせていく。 

○３年生がほとんどの観点で成績を伸ばしている。落ち着いて授業に取り組んでいる成果と考える。 
％であるが、さらに授業改善に取り組み、肯

％と区平均を下回っている。将来への夢や目標をもた

○朝学習、朝読書を実施し、落ち着いて授業に臨む姿勢を養っている。今年度から生活指導員を活用し、８時

○放課後学習教室では、教員、学習支援ボランティアによる学力補充とともに希望者による学習教室、質問教

○定期考査前、長期休業中には補習講座、質問教室を実施し、基礎的なことがらの定着を図っている。 
○１、２年生の数学で少人数習熟度別授業を実施している。また３年生の数学ではＴＴを行っている。 

特に分かる授業を行うために、主任教諭、主幹

教諭が、若手教員の育成を担当し、日々の授業をお互いに見せ合い、授業力向上を目指している。 
○生徒が授業に集中できるよう居心地のよい学級づくりを目指し、Ｑ－Ｕ調査を活用したり、構成的グループエ

四中では、これからもわかりやすい授業のための研修を続けるとともに、わからないままにさせない指導を

国語 数学 英語
67.3 59.4 64.6
69.2 78.6 79.5

65.0 57.6 58.0
74.8 68.9 69.2

73.5 72.5 76.7
74.3 66.2 68.7

３年

◎通過率：目標値以上の正答があった児童・生徒の割合（目標値以上の児童・生徒数÷受検者数×100（％））



 

 

 

 7月８日（水）～１０日（金）、2年生が職場体験を行いました。本校では職場体験をキャリア教育（一人一人
の社会的・職業的自立に向け、必要な基盤となる能力や態度を育てることをとおして、キャリア発達を促す教育）

の一環と考え、実施しています。社会的・職業的自立に向けて必要な基盤となる能力の具体的な内容は「人間関

係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応能力」「キャリアプランニング能力」の４つとされ

ています。 
教員が依頼した事業所の中から、自分が体験したい事業所を選び、なぜその事業所を選んだかの理由をエント

リーシートに書きました。そして先生方との面接で合格した生徒から順次事業所が決定し、その後事業所との打

ち合わせを経てから体験学習に臨みました。少しでも生徒たちが自らの将来を切り拓く能力を身に付けることが

できるように粘り強く指導してきました。 
参加した生徒たちからは「はじめは緊張した。」「参加できてよかった。」「楽しかった。」という声が多く揚がっ

ていました。 
保護者の方から次のようなコメントをいただきました。 
「入園したばかりで、ずっと泣いている子がいるんだよ。」と体験の間、気にしていました。ただ言うこと

だけではなく、どうしたらその子が鳴かずに過ごせるかなと自分なりにあれこれ考えて行動したようです。

受動的ではなく能動的に行動できるようになったのだなと親としてうれしいかぎりです。 

体験終了後、それぞれの事業所から「職場体験活動評価表」を送っていただいています。ほとんどの事業所か

ら「よくやっていた」という評価をいただきましたが、挨拶や返事を元気に大きな声ではできていないとのご指

摘をいただいた事業所もあります。誰もが努力すればできる内容について、これからの中学校生活で身に付けて

もらいたいものです。 
ご協力いただいた事業所の皆様、温かく見守り、送り出してくださった保護者の皆様、本当にありがとうござ

いました。 

 
 
 

 

8 月１２日（水）、１３日（木）、１４日（金）は学校閉校日になります。すべての活動はありません。また学
校にはいることはできません。 
学年登校日は次のとおりです。 
 １、2年  ８月２１日（金） 
 ３年    ８月１７日（月） 
くわしくは学年だより等をご覧ください。     
夏休み明けは８月２５日(火)から学校が始まります。 

 

今回は自分が通っていた保育園での貴重な職場体験。赤ちゃんの頃から親と日中離れて泣いてばかりの子

でした。あんなに泣かせて良かったのかなと今でも心が痛んでいましたが、今回の体験で先生方の優しさに

ふれ触れ、日中いかに自分が先生方に大切に守られていたのか深く感じることができたようです。 

最初は疲れて寝てしまっていましたが、2日目は充実。3日目は別れを寂しく思っている我が子の姿に職場
体験をさせていただき、本当にありがたく思っております。この子が将来、どんな職業に就くのかわかりま

せんが、自分を大切にキラッと輝きながら、他の人のこともきちんと思いやれる人間になってくれるとよい

なと思います。ありがとうございました。」 


